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今号の表紙
　9月22日、春日市役所で開催したごみ減量フェアの様子。ごみの投入体験コーナーでは、子どもたちが本物
のごみ収集車にダンボール箱を投入し、ごみ収集の仕組みを学んでいました（詳しくは12ページ参照）。



歳入303億4029万円
（対前年度14億 903万円の増額）

平成24年度

決   算

平成 24年度の市の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　財源構造から見た場合、自主財源が160
億4203万円（52.9％）、依存財源が142億
9826万円（47.1％）となりました。自主財源
の割合が平成23年度から2.0ポイント上昇
し、2年連続で改善しましたが、諸収入など
の単年度に限った要因によるものが大きい
ため、自主財源のさらなる確保が依然とし
て財源構造上の課題となっています。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶市税　7364万円増
法人市民税、固定資産税および都市計画
税は減収となりましたが、個人市民税が
大幅な増収となりました。

▶国県支出金　1808万円増
小中学校耐震化事業に係る国庫補助金な
どが増額となりました。
▶市債　7920万円増
昇町保育所建替事業債や連続立体交差事
業債などを借り入れました。
▶諸収入　7億7235万円増
新南部工場地元整備交付金などが増額と
なりました。

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

《総括》
　歳入は、根幹をなす市税が増額となった他、地方交付税、臨時財政対策債の増額および
諸収入の増などにより、全体では増額となりました。
　歳出は、人件費をはじめとした義務的経費が減りましたが、投資的経費などが増えたた
め、全体では増額となりました。
　その結果、平成 24年度は 9億 772 万円の黒字となり、平成 25年度に繰り越しました。

平成24年度 平成23年度
歳入額 303 億 4029万円 289億 3126万円
歳出額 288 億 7694万円 279億 6389万円
差引額 14 億 6335万円 9億 6737万円

実質収支額（純黒字額）※ 9 億　772万円 7億 1627万円

春日市の

一般会計 市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

諸収入など 5.7％
県受託事業費や
各種教室受講費など
17億3953万円

市税 39.5％
個人・法人市民税、
固定資産税など
119億7363万円

繰入金・繰越金など 4.2％
前年度からの繰越金や他会計からの
繰入金など
12億5753万円

使用料・手数料など
3.5％
市営住宅の家賃や保育料、
公共施設の賃料など
10億7134万円

地方交付税 15.2％
全国どこでも必要最小限の
行政サービスが受けられるよう
国が交付するお金
46億866万円

国県支出金 
21.3％
特定の事業のために
国や県が交付するお金
64億8577万円

地方譲与税など 4.2％
国や県が徴収した税金の
一部を市に分配するもの
12億6333万円

市債 6.4％
大きな事業を行うための
借入金
19億4050万円

自主財源
52.9％
市が自主的に調達できるお金
160億4203万円

依存財源
47.1％
国や県からの
交付金や借入金など
142億9826万円

家計
簿
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歳出（性質別）288億7694万円
（対前年度9億1305万円の増額）

区分 目的 歳出額 対前年度増減額 伸び率 市民１人当たりの
決算額（※）

民生費 子どもや高齢者、障がい者などの福祉のために 123億5855万円 4億1920万円 3.5％ 11万1293円
教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 41億7190万円 5億8489万円 16.3％ 3万7569円
公債費 借入金の返済のために 28億8194万円 ▲3億4278万円 ▲10.6％ 2万5953円
衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 27億3951万円 ▲1996万円 ▲0.7％ 2万4670円
総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 26億6848万円 ▲4541万円 ▲1.7％ 2万4031円
土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 24億1600万円 4億2366万円 21.3％ 2万1757円
消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 8億7421万円 ▲4943万円 ▲5.4％ 7873円
商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億9486万円 ▲715万円 ▲1.8％ 3556円
議会費 議会の運営などのために 2億7849万円 ▲2741万円 ▲9.0％ 2508円
労働費 雇用拡大や失業対策などのために 3581万円 ▲32万円 ▲0.9％ 322円
農林
水産費 農業振興などのために 2505万円 ▲533万円 ▲17.5％ 226円

その他 その他の支出や、緊急を要するときのために 3214万円 ▲1691万円 ▲34.5％ 289円
合計 288億7694万円 9億1305万円 3.3％ 26万　 47円

※平成 24年度末の人口 11万 1045 人を基準としています。

歳出を目的別にみると…

　歳出全体では、平成23年度に比べて3.3％
増加しました。主な要因は、小中学校施設耐
震化事業および春日東中学校施設整備事業
などの実施に伴う投資的経費の増加です。
　なお、性質別分類では「どのような用途にい
くらの経費が支出されたか」が分かります。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶義務的経費　6億949万円減
主な減少要因は、子ども手当および児童
手当、市債元利償還金の減などです。
また、職員数の減などにより、人件費も減
額となっています。

▶投資的経費　6億6094万円増
主な増加要因は、小中学校施設耐震化事
業および春日東中学校施設整備事業など
です。

▶その他　8億6160万円増
主な増加要因は、市民スポーツセンター
整備基金などへの積立金および国民健康
保険事業特別会計繰出金の増です。

目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

人件費 13.3％
職員給与や議員報酬など
38億2570万円

義務的経費 49.7％
毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
143億4066万円

扶助費 26.4％
生活保護費や児童手当、
障がい者への給付費など
76億3302万円

公債費 10.0％
借入金の返済
28億8194万円

普通建設事業費 9.3％
道路や学校などの建設費など
26億8932万円

その他の経費
41.0％
118億4696万円

物件費 14.4％
光熱水費や施設の維持管理、
事務用品購入費など
41億6737万円

補助費等 11.5％
各種団体などへの補助金
や負担金など
33億630万円

その他 5.2％
15億2182万円

投資的経費 9.3％
将来に残るものに
支出する経費
26億8932万円

繰出金 9.9％
一般会計から特別会計
に支出する経費
28億5147万円

土木費
8.4

0 20 40 60 80 100

民生費
42.8

教育費
14.4

公債費
10.0

衛生費
9.5

総務費
9.2

消防費
3.0

（％）

商工費
1.4
議会費
1.0 労働費
農林水産費
その他
各0.1

■構成比主要な事業（金額は平成24年度事業費）
民生費　▷昇町保育所建て替え　2億1763万円
教育費　▷小中学校施設耐震化　4億2754万円

▷（仮称）総合スポーツセンター施設整備
　7億7100万円

土木費　▷大土居公園整備　2億2623万円
総務費　▷基幹系情報システム更新　2億886万円
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一部事務組合

　特別会計の財源不足のうち、一般会計で負担することが認められている経費については、一般会計からの繰り入
れを行いました。

　一部事務組合は、市単独で行うよりも、複数の市町村で実施する方が効率的、効果的な事務を広域処理するため
に設置されています。春日市が負担金を支出している一部事務組合の決算収支の状況は下表のとおりです。

団 体 名 歳入総額
❶

歳出総額
❷

歳入歳出差引
❶-❷ 春日市負担金

春日大野城衛生施設組合
し尿、不燃物の処理など

4億6668万円 4億1446万円 5222万円 1億6911万円

春日・大野城・那珂川消防組合
消防に関する事務など

24億8989万円 24億6388万円 2601万円 8億1804万円

筑慈苑施設組合
火葬場の運営など

5億5364万円 5億1732万円 3632万円 4440万円

福岡県自治振興組合
市町村職員の研修など

3億7340万円 3億6240万円 1100万円 151万円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
非常勤消防団員に係る災害補償に関する事務など

1億  518万円 1億  420万円 98万円 75万円

筑紫自治振興組合
筑紫地区地域活動支援センターつくしぴあの運営など

4782万円 4384万円 398万円 970万円

福岡都市圏南部環境事業組合
可燃ごみの処理施設設置に関する事務など

19億9680万円 19億6041万円 3639万円 1億4306万円

福岡県後期高齢者医療広域連合
後期高齢者医療制度の事務など

一般会計 48億9535万円 47億3508万円 1億6027万円 612万円

後期高齢者医療
特別会計 6502億8959万円 6339億  793万円 163億8166万円 17億5253万円

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団のウェブサイトで公開しています。

会 計 区 分 歳入（収入）
❶

歳出（支出）
❷

差引額
❶-❷

一般会計からの
繰入金

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計）

109億1342万円 104億1187万円 5億  155万円 11億8160万円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計）

11億3074万円 10億7555万円 5519万円 2億      1万円

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計）

50億5013万円 49億4669万円 1億  344万円 7億4726万円

筑紫地区障害程度区分等審査会事業特別会計
（筑紫地区障害程度区分等審査会の運営のための会計）

976万円 976万円 0万円 146万円

下水道事業会計
（下水道の管理・運営のための会計）

収益的収支 21億7122万円 18億4651万円 3億2471万円
5億3291万円

資本的収支 9億2196万円 18億  296万円 ▲8億8100万円

※下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。

※

特別会計 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。
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市　債

　市債は、道路や公共施設などをつくるために借り
入れた借金です。一般会計における市債の発行額と
残高の推移は次のとおりです。
　市債の残高は緩やかに減少していますが、地方交
付税の財源不足を補うための臨時財政対策債の残高
は増加しています。

基　金

　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち財政調整基金
は、予期しない収入の減少や支出の増加に備えるた
めの積立金です。
　平成24年度は「市民スポーツセンター整備基金」
「衛生施設等整備基金」への積み立てなどを行いまし
た。
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経常収支比率86.9％（平成23年度　86.9％）

　「経常収支比率」は、財政構造の弾力性を表す
指標で、地方税や地方交付税など毎年収入があ
る一般財源に対する、毎年固定的に支出される
経費の割合です。この割合が高いほど投資的な
経費に充てる余裕がなく、財政運営が厳しい状
態といえます。
　春日市の経常収支比率は、前年度と変わらず
86.9％です。これは、市税および地方交付税な
どの経常一般財源等収入が増加し、かつ、人件費
や公債費が減少した一方で、障がい者に対する
給付費や子ども手当および児童手当費、各特別
会計への繰出金などが増加したためです。
　今後は、（仮称）総合スポーツセンターの整備
や市営住宅の建て替えといった大型事業が本格
化していく予定であるため、さらなる歳入確保
と、経常的な経費縮減の必要があります。
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86.9

92.1
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24

※1 類似団体とは、全国の市の中で春日市と人口・産業構造が類似した団体
を指します。県内では飯塚市、県外では東京都青梅市、神奈川県海老名市
などが類似団体になります。

※2 類似団体の平成24年度数値はまだ公表されていません。

問い合わせ先　財政課 財政担当　☎（584）1111　F（584）1145
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

■市債発行額と残高の推移（一般会計）

■基金残高の推移

■経常収支比率の推移

春日市の財政状況
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全会計の赤字の度合い
この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

普通会計※1の赤字の度合い
この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

「健全化判断比率」と「資金不足比率」を公表します
（平成24年度決算）

　地方公共団体の財政破綻を未然に防ぎ、財政再生や健全化を図るため、平成19年6月に「地方公共団
体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律で、財政運営の健全性を診断するための
健全化判断比率と資金不足比率を公表することが、地方公共団体に義務付けられています。
　春日市においてもこれらの比率を算定し、財政の健全性を診断しましたので報告します。

春日市の財政は健全な状態です
春日市の健全化判断比率はいずれも前年度から改善し、早期健全化基準を大きく下回っています。
これは、春日市の財政が健全な状態であることを示しています。

※1 普通会計は、決算上の会計で、春日市では一般会計が該当します。
※2 実質赤字比率、連結実質赤字比率において赤字がない（黒字である）場合には、「̶」で表記することになっています。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

①「実質赤字比率」、②「連結実質赤字比率」、③「実質公債費比率」、④「将来負担比率」の4項目があり、
地方公共団体の赤字の度合いなどを診断します。

★診断のための目安として、早期健全化基準、財政再生基準が設けられています

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率

[算定結果]　̶ ％※2( -4.99％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

[算定結果]　̶ ％※2( -11.98％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

【早期健全化基準】
この基準を超えた場合、財政健全化計画を立てることが義務付けられるなど、外部の厳しい
チェックを受けた上での自主改善努力が求められます。
【財政再生基準】
この基準を超えた場合、財政再生計画を立て、外部の厳しいチェックを受け、国などの指導の
下で財政再生に取り組むことになります（将来負担比率には財政再生基準なし）。

〈比率の推移〉
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将来の収入との比較で、借金残高などの負債が
将来の財政を圧迫する度合い

この比率が高いほど将来の財政が圧迫される恐れ
があるといえます。

借金の返済金などが財政を圧迫している度合いの
３カ年平均値

この比率が高いほど借金の返済金などで財政が圧
迫されているといえます。

③実質公債費比率 ④将来負担比率

[算定結果]　5.2％（平成22～ 24年度平均）
前年度から2.5ポイント改善し、制度開始後、最も良い数
値になりました。

[算定結果]　 ̶ ％※3(-58.2％ )
将来の収入が負債を上回る場合、数値化するとマイナス
になります。

※3 将来負担比率において、将来の収入が将来の負債を上回っている場合には、「̶」で表記することになっています。
　　同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

問い合わせ先　財政課 財政担当　 （584）1111　F（584）1145

春日市の財政は健全な状態にありますが、今後もより一層適正な財政運営に努めます。

春日市が実施する下水道事業の経営状態を、資金不足の度合い（資金繰りの危険度）から個別に診断
するための比率です。この比率が高いほど資金繰りが危険であるといえます。

これを超えた場合、経営健全化計画を立て、外部の厳しいチェックを受けた上での自主改善努力が
求められます。

★診断のための目安として、経営健全化基準（20.0％）が設けられています

※4 資金不足比率において、資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合には、「̶」で表記することになっています。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

[算定結果]　 ̶ ％※4( -36.1％ )
▷資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合、
比率は「ー」マイナスとなります。
▷経営健全化基準を大きく下回っているので、下
水道事業会計の経営は健全であるといえます。
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工
事
に
伴
い
使
用
で
き
な
く
な
る

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
な
ど
と
期
間

▽
屋
外
競
技
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、遊
歩
道
　
平
成
25
年
11

月
〜
28
年
４
月

▽
相
撲
場　

平
成
27
年
９
月
〜
28
年
４
月

※
工
事
期
間
中
も
体
育
館
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
利
用

で
き
ま
す
。

※
温
水
プ
ー
ル
横
の
駐
車
場
は
平
成
25
年
11
月
以
降
廃
止

し
、新
体
育
館
地
下
に
整
備
し
ま
す
。

利
用
開
始
時
期（
予
定
）

▽
新
体
育
館　

平
成
27
年
11
月
〜

▽
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド（
現
屋
外
競
技
場
）、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、相
撲
場
、遊
歩
道　

平
成
28
年
５
月
〜

※
平
面
図
を
含
む
実
施
設
計
書
の
概
要
版
は
、情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）や
行
政
管
理
課（
市
役
所
５

階
）、ス
ポ
ー
ツ
課（
大
谷
６
ー
28
）で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
年 平成25 平成26 平成27 平成28

月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
体育館　
新築工事
屋外施設
整備工事

◆工事スケジュール（予定）

（仮称）総合スポーツセンター
施設整備実施設計が完了し着工へ
　市は、市民スポーツセンター体育館が古くなったことやさまざまなスポーツ
需要に対応するため、総合スポーツセンター施設の整備を進めています。
　さまざまな意見や関係団体、地域の皆さんと協議した内容などを取りまとめ
策定した基本設計を基に、実施設計を完了し、11月から工事を行います。

■スポーツセンター内位置図

体育館テニス
コート

屋外競技場

テニス
コート

温水
プール

体育館

テニスコート

多目的グラウンド

温水
プール

新

現
勤労青少年
ホーム



（既存の温水プール地下）
 駐車場　61台

テニスコート　6面
（うちフットサルコート兼用1面）　 多目的グラウンド

11,133㎡

駐車場　  28台
駐輪場　120台

駐車場　42台
駐輪場　60台

相撲場　1面

遊歩道
幅3.6ｍ、全長650ｍ

問い合わせ先　行政管理課 新市民スポーツセンター建設準備担当　☎（584）1111　F（584）1145

市 報 か す が
平成25年10月15日9

◆施設概要と配置・平面計画

体　育　館
［構造］　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） ［延べ床面積］　20,660.95㎡
［階数］　地下1階、地上3階 ［地下駐車場］　187台（うち身障者等用6台）
主な諸室
メインアリーナ（1階）
広さ　　51ｍ×38ｍ（1,938㎡）
高さ　　約13ｍ
観覧席　1033席（車いす席20席）
主な競技コート数
・バスケットボール　2面
・バレーボール　　　3面
・バドミントン　　 10面
・ハンドボール　　　1面

サブアリーナ（1階）
広さ　   約35ｍ×38ｍ（1,341㎡）
高さ　　約13ｍ
観覧席　207席（車いす席6席）
主な競技コート数
・バスケットボール　1面
・バレーボール　      2面
・バドミントン　      6面

トレーニング・フィットネス（1階）
・トレーニング室　1室
・フィットネス室　2室
卓球場（2階）
・台数　20台
武道場（3階）
・剣道場　2面　・柔道場　2面
弓道場（3階）
・近的　5人立ち
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春日原自治会・春日原南自治会　事務室を一時移転

　公民館改修工事のため、下記地区自治会の事務室を
一時移転します。
〇春日原地区自治会
仮移転先所在地　春日原南町4ｰ37ｰ115
仮移転期間　12月末まで
問い合わせ先　同自治会

☎（591）6000（F兼用）
※電話・ファックス番号は変わりません。

〇春日原南地区自治会
仮移転先所在地　春日原南町4ｰ56セジュール三隈

201号
仮移転期間　平成26年2月末まで
問い合わせ先　同自治会

☎（582）9169（F兼用）
※電話・ファックス番号は変わりません。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許

が
切
れ
た
後
で
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
を
持

つ
薬
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
認
可
の
下
、製

造
販
売
さ
れ
た
薬
で
す
。新
薬
よ
り
価
格
が

安
く
、飲
み
や
す
く
す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ

れ
た
薬
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、利
用
す
る
こ
と

で
、薬
代
が
安
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
う
と
薬
代
が
い
く
ら
減
額
に
な
る
か

を
試
算
し
た「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
」の
送
付
と「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」の
交
付
を
始
め
て
い
ま
す
。切
り

替
え
を
希
望
す
る
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、全
て
の
先
発
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。切
り
替
え
を
希
望
す
る
際
は
、医
師
・
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ジェネリック医薬品を使いましょう
国保年金課 国保担当 　☎（584）1111　F（584）1141

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

た
人
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
家
族
に
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

受
給
対
象　

子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
で
、亡
く
な
っ
た

人
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

▽
死
亡
月
の
前
々
月
ま
で
の
加

入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
保

険
料
を
納
め
て
い
る（
免
除

期
間
を
含
む
）、ま
た
は
死
亡

月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間

に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

▽
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
、も
し
く
は
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
る

※｢

子｣

と
は
、18
歳
に
な
っ
た

年
度
の
末
日
ま
で
の
子（
障

害
等
級
１
・
２
級
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
場
合
は
20
歳

未
満
）が
対
象
で
す
。

受
給
金
額　

基
本
額
78
万
６
５ 

０
０
円
＋
子
の
加
算
額

もしものときの遺族基礎年金
国保年金課 年金担当 　☎（584）1111　F（584）1141

外国語活動オープンスクール
白水小学校の日程を変更
　9月1日号の市報でお知らせした春日
市小学校外国語活動オープンスクー
ルの白水小学校の日程が変わりました
ので、お知らせします。
▷変更前
　10月18日㈮　午後3時10分～
▷変更後
　10月17日㈭　午後3時10分～
問い合わせ先　学校教育課
☎（584）1111　F（584）1153

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
は
、毎
年
11
月
３
日
文
化
の
日
に
、

福
祉
、教
育
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
人

や
市
民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

表
彰
者
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、ぜ

ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、式
典
の
第
一
部
で
は
、劉り
ゅ
う　

福ふ
く
く
ん君

さ
ん（
二
胡
奏
者
）に
よ
る
祝
賀
の
演
奏
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ

ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

功績をたたえ 第26回春日市表彰式
総務課 総務法制担当 　☎（584）1111　F（584）1145

龍
神
池
自
転
車
駐
車
場
で
は
、昨
年

１
年
間
で
、盗
難
事
件
が
39
件（
届

出
件
数
）発
生
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
、同

自
転
車
駐
車
場
に
見
守
り
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、８
月
30
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

な
お
、白
水
大
池
公
園
駐
車
場
で
は
、防

犯
カ
メ
ラ
設
置
後
、車
上
荒
ら
し
な
ど
の

犯
罪
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

龍
神
池
自
転
車
駐
車
場
で
も
犯
罪
防
止

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

場
所　

龍
神
池
自
転
車
駐
車
場（
春
日
原

北
町
４
ー
50
ー
49
）

運
用
時
間　

24
時
間
監
視

見守りカメラの運用を開始
道路防災課 道路管理担当 　☎（584）1111　F（584）1143

自転車・二輪車街頭指導を実施

　9月9日、光町交差点付近で、筑紫野警察署と春日市
交通安全指導員による自転車・二輪車の街頭指導を行
いました。
　この日は、多くの自転車利用者がルールを守っていま
したが、一部に違反者が見られました。
　自転車は、車道通行（左側）が原則です。
　正しいルールとマナーを心掛けて運転しましょう。
問い合わせ先　道路防災課道路管理担当

☎（５８４）１１１１　F（５８４）１１４3

飼
い
主
一
人
一
人
が
意
識
し
て
行
動
す
れ

ば
、人
と
ペ
ッ
ト
が
快
適
に
暮
ら
せ
ま

す
。し
か
し
、散
歩
時
の
ふ
ん
の
放
置
な
ど
、一

部
の
心
無
い
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反
の
た
め

に
、多
く
の
人
が
不
快
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
向
上
の

た
め
、「
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
一
掃
大
作
戦
」を
実
施

し
ま
す
。こ
の
作
戦
に
参
加
し
て
、一
緒
に
ペ
ッ

ト
の
ふ
ん
を
回
収
し
な
が
ら
、マ
ナ
ー
向
上
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、事
前
の
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈬（
雨
天
中
止
）

午
後
４
時
〜
５
時

場
所　

白
水
大
池
公
園（
下
白
水
２
０
９
）

※
当
日
、白
水
大
池
公
園
管
理
棟
前
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。

内
容　

白
水
大
池
公
園
内
に
放
置
さ
れ
た
ペ
ッ

ト
の
ふ
ん
を
拾
う

※
午
後
３
時
か
ら
、犬
の
飼
い
主
同
士
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
、し
つ
け
の
必
要
性
や
大
切

さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、し
つ
け
ゲ
ー

ム
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
飼
い
犬
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第9回ペットのフン一掃大作戦
環境課 生活環境担当 　☎（584）1111　F（584）1147

△一旦停止を指導する警察官



トピックス
～まちの話題や人物の紹介～

環境にやさしい生活を

ガレージセール、環境・動物愛護・ごみ減量フェア
　９月22日、市役所で、ガレージセールと環境・動物愛護・ごみ減量の

各フェアを同時開催しました。

　ガレージセールは、使い捨ての生活を改め、再利用（リユース）の輪を

広げようと行ったものです。出店者にとっては不要になったものでも

立派に使えるものはたくさんあり、来場した市民は真剣な表情で品定

めを行っていました。

　環境フェアでは、廃油石けんづくりや電気自動車の展示などを行い、

市内の環境活動を行っている

団体による活動発表や、省エネ

機器などの紹介をしました。

　また、動物愛護フェアでは、動物愛護団体によるペット相談会や迷子札の作

成を行い、動物愛護について啓発しました。

　今回初めて行ったごみ減量フェアでは、ダンボールコンポスト講習会の他、

ごみ収集車やせん定枝葉処理機などの実演も行い、ごみ処理から身近な環境

までを考える良い機会となったようです。

△掘り出し物を見つけようと多くの人出でにぎわ
うガレージセール
掘り出 物を よ 多く 人出 ぎ

△松ぼっくりやどんぐりなど自然の木の実
を使って工作する子どもたち

教育力アップ講座

叱らず問いかける
　8月6日、ふれあい文化センターで、子育てや児童生徒との関わり方について学ぶ「春

日市教育力アップ講座」を行いました。

　この講座は、学校・社会体育・地域の活動などで、子どもたちとの関わりが深い人や

子育て中の人などを対象に、市が開催したものです。

　講師に、Jリーグに所属する京都サンガF．C．のホームタウンアカデミーダイレク

ターである池
いけがみ

上　正
ただし

さんを招き「叱らず問いかける」という演題で講演をしてもらい

ました。

　池上さんは講演の中で、「指導者が問いかけることで子どもたちに自分で考えて答えを見つけ出させること。そして

コミュニケーションをとることが大切」と説明しました。

　子どもに問いかけ、やる気を引き出し、行動を考えさせるサッカー指導を通して、数多くの子どもたちの主体性を高

めてきた池上さんの話は、参加者一人一人が自らの子どもたちへの関わり方を見直すいい機会となったようです。
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イ
ベ
ン
ト

春
日
市
民
図
書
館

米
倉
斉
加
年
朗
読
会
２
０
１
３

　

恒
例
の
米よ

ね
く
ら倉
斉ま

さ
か
ね

加
年
さ
ん
に
よ
る
朗

読
会
も
、今
回
で
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は「
ふ
る
さ
と
の
言
葉
を
語
る
」と

題
し
て
、郷
土
の
作
家
夢ゆ

め
の野
久き

ゅ
う
さ
く
作
と
、今

年
生
誕
百
年
と
な
る
新に

い
み美
南な

ん
き
ち吉
の
作
品

を
取
り
あ
げ
、私
た
ち
が
日
頃
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
言
葉
と「
日
本
語
」に
つ

い
て
、考
え
ま
す
。

　

名
優
、米
倉
さ
ん
な
ら
で
は
の
語
り

と
朗
読
の
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈰

午
後
３
時
〜
5
時（
開
場
／
午

後
２
時
30
分
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

日
本
語
、ま
た
は
ふ
る
さ
と
の

言
葉
を
語
る

出
演　

米
倉
斉
加
年
さ
ん（
俳
優
・
演
出

家
）

定
員　

２
５
０
人

※
入
場
の
際
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

当
日
午
後
２
時
か
ら
会
場
前
で
入
場

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

精
華
女
子
短
期
大
学

第
46
回
忍す

い
か
ず
ら
さ
い

冬
祭

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
他
、模
擬
店
、

食
物
バ
ザ
ー
、お
化
け
屋
敷
、ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
、和
太
鼓
演
奏
、歌
、ダ
ン

ス
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
11
月
９
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
11
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

同
短
期
大
学（
福
岡
市
博
多
区

南み
な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２
ー
12
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

　

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

対
象　

３
〜
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

11
月
９
日
㈯

午
前
11
時
40
分
〜
午
後
０
時

40
分

内
容　

年
齢
別
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

○
児
童
劇「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

日
時

▽
11
月
９
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

開
設
記
念
行
事

　

同
基
地
を
開
放
し
て
装
備
品
を
は
じ

め
各
種
イ
ベ
ン
ト
、模
擬
売
店
の
出
店

を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
天
候
な
ど
の
理
由
で
一
部
イ
ベ
ン
ト

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

同
基
地（
原
町
３
ー
１
ー
１
）

内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
音
楽
隊

演
奏
、伝
統
芸
能
な
ど
）、装
備

品
展
示
、航
空
隊
学
生
ド
リ
ル
、

模
擬
売
店
な
ど

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
基
地
広
報
班

☎（
５
８
１
）４
０
３
１（
内
２
４
２
１
）

w
acw

-adm
007@

inet.asdf.m
 

od.go.jp

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

文
化
交
流
祭

　

同
プ
ラ
ザ
で
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
を

行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
が
、日
頃
の
活

動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表（
ダ
ン
ス
他
）、

体
験
教
室（
茶
道
・
将
棋
他
）、作

品
展
示

問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ
総
合
案
内

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

大
谷
小
学
校
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

15
周
年
記
念
演
奏
会

　

大
谷
小
学
校
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

「
プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン
」が
15
年
間
の

活
動
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、会

場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。

　
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」メ
ド
レ
ー

を
は
じ
め
、親
し
み
や
す
い
洋
楽
や
邦

楽
な
ど
を
ア
カ
ペ
ラ
や
バ
イ
オ
リ
ン
伴

奏
で
歌
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
17
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
予
定

（
開
場
／
午
後
１
時
30
分
〜
）　

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷

６
ー
24
）

※
チ
ラ
シ
は
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

定
員　

６
０
０
人

※
当
日
午
後
１
時
か
ら
ス
プ
リ
ン
グ

ホ
ー
ル
入
口
で
、入
場
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー

マ
ン　

宮み
や
ざ
き崎

☎（
５
０
１
）４
４
３
０（
F
兼
用
）

▽
11
月
10
日
㈰

午
後
１
時
〜
２
時

問
い
合
わ
せ
先　

同
短
期
大
学

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

http://w
w
w
2.seika.ac.jp/

開
催
し
ま
す

第
25
回
福
岡
矯
正
展

　

福
岡
刑
務
所
で
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
一
環
と
し
て
第
25
回
福
岡
矯

正
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

▽
11
月
２
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
11
月
３
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

宇
美
町
中
央
公
民
館
・
体
育
館

（
糟
屋
郡
宇
美
町
平へ

い
わ和
１
ー

１
ー
１
）

内
容

▽
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
販
売

▽
矯
正
施
設
の
活
動
に
か
か
る
パ
ネ
ル

展
示

▽
福
岡
刑
務
所
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
布
ぞ
う

り
の
製
作
実
演
・
製
作
体
験

▽
更
生
保
護
女
性
会
な
ど
に
よ
る
バ

ザ
ー

▽
施
設
参
観（
福
岡
刑
務
所
内
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
刑
務
所
作
業
部

門

☎（
９
３
２
）０
３
９
５

F（
９
３
２
）３
１
４
５

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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農
業
総
合
試
験
場

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　

農
業
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、農
業
総
合
試
験
場
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
試
験
場（
筑
紫
野
市
吉よ

し
き木
５ 

８
７
）

内
容　

同
試
験
場
が
開
発
し
た
新
品
種

や
新
技
術
の
展
示
、試
験
研
究

の
体
験
、ひ
よ
こ
や
羊
と
の
ふ

れ
あ
い
、遺
伝
子
暗
号
ク
イ
ズ
、

昆
虫
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、「
元

気
つ
く
し
」お
に
ぎ
り
試
食
他

※
詳
し
く
は
県
ま
た
は
同
試
験
場
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://farc.pref.
fukuoka.jp/

）で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
試
験
場

☎（
９
２
４
）２
９
３
６

F（
９
２
４
）２
９
８
１

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
、子
ど

も
の
食
事
が
気
に
な
る
人
な
ど
、食
生

活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
管
理
栄
養

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

日
時　

10
月
22
日
㈫
、11
月
13
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

の
う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
議
室（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

食
生
活
改
善
推
進
員
と
作
る

減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

　

日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
み
そ
を
、塩
分
控
え
め
で
、手

作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

▽
11
月
19
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
２
時
〜
４
時

▽
11
月
20
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
２
時
〜
４
時

※
い
ず
れ
の
日
程
も
同
じ
内
容
で
す
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

実
費
１
㎏
当
た
り
４
８
０
円

程
度（
一
人
に
つ
き
３
㎏
ま
で
）

定
員　

各
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

10
月
25
日
㈮（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、必
要
な
み
そ

の
分
量
、参
加
希
望
日
時（
第
１

希
望
、第
２
希
望
ま
で
）を
記
入

し
て
送
る

※
希
望
日
時
の
人
数
に
偏
り
が
あ
る
場

合
は
調
整
し
ま
す
。

※
当
日
、家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

も
行
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、み

そ
汁
を
50
㎖
程
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課「
み

そ
づ
く
り
教
室
」係（
〒
816
ー

０
８
５
１
昇
町
１
ー
１
２
０
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会

「
ひ
ま
わ
り
会
」

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
関
す
る
講
話
と

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈫

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
受
付

／
午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室（
大

野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

講
話　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
よ
る
言

語
・
嚥え

ん
げ下
障
害
と
日
常
生
活
の

工
夫

講
師　

大お
お
の野
浩こ

う
い
ち一
さ
ん（
誠
愛
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院　

言
語
聴

覚
士
）

定
員　

50
人

申
込
方
法　

10
月
18
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

☎（
５
１
３
）５
５
８
３

F（
５
１
３
）５
５
９
８

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長
期

間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。献

血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、年
齢
や
体
重
な
ど
献
血
に
は

一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
１
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

春
日
北
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム（
岡
本
１
ー
35
）

持
っ
て
く
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

　

高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

○
こ
ん
な
危
険
な
道
路
の
横
断
を
し

て
い
ま
せ
ん
か

▽
信
号
の
変
わ
り
目
や
赤
信
号
無

視
で
の
横
断

▽
横
断
歩
道
外
で
の
横
断

▽
ま
だ
渡
れ
る
だ
ろ
う
横
断（
無

理
な
横
断
）

▽
斜
め
横
断

　

歩
行
中･

自
転
車
乗
車
中
の
交

通
事
故
の
多
く
は
道
路
横
断
中
に

発
生
し
て
い
ま
す
。道
路
の
横
断

は
、左
右
の
安
全
を
し
っ
か
り
確

認
し
、少
し
遠
回
り
で
も
横
断
歩

道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
明
る
い
服
を
着
ま
し
ょ
う

　

日
暮
れ
の
時
間
も
早
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。暗
い
色
の
服
装
は
、暗

闇
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

明
る
い
色
の
服
を
着
た
り
、反

射
材
を
身
に
つ
け
た
り
し
て
、い

ち
早
く
車
の
運
転
手
に
気
付
い
て

も
ら
い
、事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

筑
紫
野
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
９
２
９
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
心

安
全
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環　

境

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会・相
談
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
、家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
と
そ
れ
を
分
解
す
る
基
材

を
混
ぜ
る
だ
け
で
、簡
単
に
栄
養
た
っ

ぷ
り
の
堆
肥
が
で
き
る「
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
」の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

受
講
は
無
料
で
、受
講
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
。　

日
時　

11
月
14
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

市
役
所
４
０
５
・
４
０
６
会
議

室

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、印
鑑

（
用
具
購
入
希
望
者
の
み
）

申
込
方
法　

11
月
８
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、相
談
会

（
予
約
不
要
）も
行
い
ま
す
。当
日
、生

成
中
の
堆
肥
を
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一

握
り
程
度
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
５
７（
直
通
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り

参
加
者
募
集

　

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源
地
域
で

あ
る
日
田
市
で
実
施
さ
れ
る「
水
郷
ひ

た
の
森
づ
く
り
」に
参
加
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
人

（
小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

11
月
17
日
㈰

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

集
合
・
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所（
福
岡

市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）

内
容　

日
田
市
有
林
で
の
植
樹
活
動

※
作
業
で
き
る
服
装
・
長
靴
・
着
替
え
・

雨
具
・
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

定
員　

70
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

10
月
28
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
者

全
員
分
の
郵
便
番
号
・
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番

号（
緊
急
連
絡
先
）を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
業
組
合

「
水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り
係
」

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡
市

役
所
内
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp
子
育
て

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

平
成
25
年
５
月
〜
８
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時　

11
月
５
日
㈫
・
13
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

定
員　

12
組（
申
込
先
着
順
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。　

申
込
方
法　

10
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、居
住
地
区
、電

話
番
号
、子
ど
も
の
名
前
、生
年

月
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku 

oka.jp

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
一
人
３
０
０
円
・
先
着
15
人
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　

生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

日
時　

11
月
27
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記

名
済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈫
〜
31
日
㈭

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

市
民
福
祉
講
座
開
催

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
公
開
講
座
で
、

参
加
は
無
料
で
す
。

　

手
話
通
訳
、要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す

（
要
事
前
相
談
）。

○
気
に
な
る
話
１

　

知
っ
て
お
き
た
い
老
い
じ
た
く（
仮
）

日
時　

11
月
16
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

南み
な
み　

武た
け
ふ
み文
さ
ん（
行
政
書
士

八
年
会
）

○
気
に
な
る
話
２

　

子
ど
も
と「
メ
デ
ィ
ア
」（
仮
）

日
時　

11
月
26
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

※
26
日
の
み
託
児（
無
料
・
定
員
20

人
・
生
後
５
カ
月
以
上
）が
あ
り
ま

す
。必
要
な
人
は
11
月
14
日
㈭
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

講
師　

原は
ら　

陽よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
九
州
大

谷
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科

准
教
授
）

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

定
員　

各
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
21
日
㈪
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８
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ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
も
お
気
軽
に

小
児
科
医
と
の
座
談
会

　

横よ
こ
や
ま山　

隆た
か
しさ
ん（
横
山
小
児
科
医
院

理
事
長
）が
気
楽
な
雰
囲
気
の
中
で
、乳

幼
児
期
に
か
か
り
や
す
い
病
気
に
つ
い

て
話
を
し
ま
す
。

　

質
問
の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、普

段
聞
け
な
い
子
ど
も
の
病
気
に
関
す
る

疑
問
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

　

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
と

一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者

日
時　

11
月
14
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈫
以
降
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku 

oka.jp

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　

子
育
て
支
援
講
座「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
習
会
」を
行
い
ま
す
。子
育
て
・
親

育
て
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
に
来
ま

せ
ん
か
。子
育
て
中
の
親
の
気
持
ち
を

大
切
に
考
え
て
く
れ
る
先
生
か
ら
の
温

か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
会
員
以
外
の
人
も

参
加
で
き
ま
す
。な
お
、託
児（
首
の
す

わ
っ
た
生
後
３
カ
月
以
上
の
子
ど
も
・

無
料
・
先
着
20
人
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

演
題　

子
ど
も
が
育
つ
喜
び
、育
て
る

楽
し
さ

講
師　

太た
ち
か
わ

刀
川
春は

る
み美
さ
ん（
香
蘭
女
子

短
期
大
学
講
師
）

定
員　

30
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

上
履
き
、筆
記
用

具

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈫
以
降
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
サ
ポ

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fuku 
oka.jp講

演
講
座

昔
の
遊
び
道
具
づ
く
り
体
験

お
手
玉・ど
ん
ぐ
り
こ
ま

　

現
代
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
機
器
な
ど
が

な
い
時
代
、子
ど
も
た
ち
は
工
夫
し
て

遊
び
道
具
を
手
作
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
お
も
ち
ゃ
作
り
を
通
し

て
、親
子
で
一
緒
に
ち
ょ
っ
と
昔
の
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
の
世
界
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員  

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
16
日
㈬
〜
11
月
15
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

知
っ
て
い
れ
ば
安
心

乳
幼
児
の一次
救
命
処
置

　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
が
、赤

十
字
幼
児
安
全
法
短
期
講
習
を
開
催
し

ま
す
。

　

大
切
な
子
ど
も
の
生
命
を
守
る
た

め
、万
一
の
場
合
に
備
え
て
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
乳
幼
児
に
適
し
た
一
次
救

命
処
置
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
11
日
㈬

▽
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠

３
ー
１
ー
１
）

教
材
費　

実
費
各
３
０
０
円

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

10
月
28
日
㈪
〜
11
月
20
日

㈬
に
、往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず

れ
か
で
講
習
会
場
、日
程（
午

前
・
午
後
の
希
望
）、氏
名（
ふ
り

が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、郵

便
番
号
・
住
所
、職
業
、電
話
番

号
を（
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は

復
信
表
面
に
住
所
、氏
名
を
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
返
信
先

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
）書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
幼

児
安
全
法
講
習
会
申
込
係

（
〒
815
ー
８
５
０
３
福
岡
市
南

区
大
楠
３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

http
://w

w
w
.fukuo

ka.jrc.
or.jp/

開
催
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
と
対
応
の
方
法

を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

日
時　

11
月
６
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福
祉

士
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

あ
す
ば
る
出
前
講
座

話
し
愛・認
め
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、あ
す
ば
る
出
前
講
座（
全

３
回
）を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
た
め
に
、他
者
と
接
す
る
と
き
の
心

の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈭

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

講
師　

松ま
つ
だ田
美み

ゆ
き幸
さ
ん（
麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
顧
問
）

内
容　

地
域
活
性
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ぶ
〜
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
聴
き
方
伝
え
方

問
い
合
わ
せ
先　

え
が
お
の
会　

杉す
ぎ
う
ら浦

☎
０
９
０（
４
５
１
３
）７
５
３
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１
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戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
辺
陽
一さ
ん
を
迎
え
て

地
域
の
若
者
に
託
す
未
来
の
夢
講
演
会

　

つ
く
し
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結

成
40
周
年
を
記
念
し
、未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
生
き
方
教
育（
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
教
育
）に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、整
理
券
が
必

要
で
す（
先
着
順
）。平
日
、午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
に
事
務
局
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
17
日
㈰

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、来
場

の
際
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
第
１
部

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

演
題　

小
学
生
期
そ
し
て
思
春
期
の

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育　

上
手

な
生
き
方
の
支
援
〜
未
来
の

若
者
に
託
す
夢
〜

講
師　

篠し
の
だ田
康や

す
ひ
と人
さ
ん（
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
エ
ス
ト
講
師
）

▽
第
２
部　

時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

演
題　

命
を
大
切
に
〜
可
能
性
を
信

じ
て
〜

講
師　

渡わ
た
な
べ辺
陽よ

う
い
ち一
さ
ん（
戦
場
カ
メ

ラ
マ
ン
）　

問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
昇
町
３
ー
１
０
１
春
日
市
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
）

☎（
５
８
２
）７
６
０
０

F（
５
８
２
）１
５
１
１

福
岡・筑
紫
地
域
人
権
啓
発
活
動

人
権
講
演
会・パ
ネ
ル
展

　

筑
紫
地
区
で
は
、私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
最
も
重
要
な
人
権
に
つ
い
て

身
近
に
感
じ
、考
え
る
機
会
と
し
て
、毎

年
人
権
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、心
と
体
の
性
が
一
致
し

な
い
性
同
一
性
障
が
い
を
公
表
し
、男

性
へ
の
性
別
変
更
が
認
め
ら
れ
た
作
家

の
虎と

ら
い井

まま

さ

え
さ
衛
さ
ん
を
お
招
き
し
ま

す
。「
性
同
一
性
障
が
い
」に
つ
い
て
正

し
く
知
り
、理
解
を
深
め
る
良
い
機
会

で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

○
人
権
講
演
会

日
時　

11
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
45
分

場
所　

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
文

化
ホ
ー
ル（
那
珂
川
町
仲

ち
ゅ
う

２
ー
５
ー
１
）

テ
ー
マ　

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
〜
性
同
一
性
障
害
を
知
っ

て
い
ま
す
か
〜

講
師　

虎
井
ま
さ
衛
さ
ん（
作
家
・
Ｆ

Ｔ
Ｍ
日
本
主
宰
・
オ
フ
ィ
ス

然nature

代
表
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

幼
児
期
か
ら

性
同
一
性
障
が
い
に
悩
み
、

大
学
卒
業
後
、女
性
か
ら
男

性
へ
の
性
別
適
合
手
術
を
受

け
る
。教
育
現
場
や
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
た
ア
ピ
ー
ル
に
力

を
入
れ
て
お
り
、日
本
の
性

同
一
性
障
が
い
者
に
対
す
る

医
療
・
行
政
へ
の
功
績
は
大

き
い
。テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
３

年
Ｂ
組
金
八
先
生
」に
登
場

す
る
鶴つ

る
も
と本

直な
お（
演
：
上う

え
と戸

彩あ
や

）は
、虎
井
さ
ん
が
モ
デ

ル
。

託
児　

あ
り（
10
月
21
日
㈪
ま
で
に

要
申
し
込
み
）

○
人
権
パ
ネ
ル
展

日
時　

10
月
30
日
㈬
〜
11
月
２
日
㈯

場
所　

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容　

筑
紫
地
区
４
市
１
町
で
行
わ

れ
た
人
権
の
花
運
動
・
人
権

教
室
の
写
真
・
パ
ネ
ル
な
ど

の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　

那
珂
川
町
人
権
政
策

課
人
権
同
和
政
策
担
当

☎（
９
５
３
）２
２
１
１

F（
９
５
３
）０
６
８
８

マ
ン
シ
ョ
ン

大
規
模
修
繕
セ
ミ
ナ
ー

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
す
る
人
に

と
っ
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
規

模
修
繕
と
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、講
演
後
に
個
別
相

談
会（
要
予
約
）を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈯

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

福
岡
ビ
ル
９
階（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
11
ー
17
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
社
団
法

人
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
協

議
会
福
岡
南
部
支
部　

キ
ャ
ス

企
画
設
計　

樋ひ
ぐ
ち口

☎
０
９
４
２（
４
４
）１
６
１
６

F
０
９
４
２（
４
４
）１
６
１
５

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

秋を楽しむ
●外出時に

　秋は気候も良く、イベントなど
がたくさん開催され、外出する機
会が多くなる行楽シーズンです。
出掛けるときには、水筒、ハンカ
チ、箸、エコバッグなどを一緒に
持って行きましょう。
　日常生活の中で一つ一つの小さ
な行動を積み重ねることが、環境
に配慮した
行動を実践
する第一歩
です。

●食事時に

　家庭の食事で１人当たりの残
飯量を試算すると、毎日おにぎり
を1～ 2個分捨てていることにな
ります。その捨てられたものを処
理するために費用も掛かっていま
す。
　買いすぎない、作り過ぎない、食
べ残さないを徹底して食品の無
駄を減ら
し、秋 の
味覚をお
いしくい
ただきま
しょう。

●公園などで

　外出先や散歩で公園などに行
き、落ち葉や木の実、ススキなどを
拾ってきて工作するなど、季節の
自然の恵みを楽し
みませんか。

《参照》

「エネルギー検定委員会」、「暮らしのエコガイド」
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精
華
女
子
短
期
大
学

保
育
リ
カ
レ
ン
ト
講
座

　

保
育
現
場
の
第
一
線
で
働
い
て
い
る

人
や
一
時
休
業
し
て
い
る
人
を
対
象
と

し
た
、最
新
技
術
や
知
識
の
今
後
の
活

用
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈰

午
後
３
時
〜
５
時　

場
所　

同
短
期
大
学（
福
岡
市
博
多
区

南み
な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２
ー
12
ー
１
）

演
題　

お
話（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）

の
楽
し
み
〜
図
書
館
か
ら
保
育

現
場
へ
〜

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
短
期
大
学

阪さ
か
き木

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

sakaki@
seika.ac.jp

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座（
第
３
回
）

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
人
材
の
育
成
の
た
め
に
、男
女

共
同
参
画
推
進
講
座（
全
４
回
）を
開
催

し
ま
す
。

　

第
３
回
目
は
、言
語
学
、日
本
語
・
外

国
語
教
育
、漫
画
な
ど
文
化
作
品
を
通

し
た
異
文
化
間
理
解
教
育
な
ど
で
多
く

の
著
書
や
講
演
を
行
っ
て
い
る
因ち

な
み　

京き
ょ
う
こ子

さ
ん
の
講
演
会
で
す
。漫
画
の
歴

史
を
た
ど
り
な
が
ら
、男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈬

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

内
容　

マ
ン
ガ
に
見
る
男
女
の
姿

講
師　

因　

京
子
さ
ん（
日
本
赤
十
字

九
州
国
際
看
護
大
学
教
授
）

申
込
方
法　

11
月
８
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

Ｄ
Ｖ・児
童
虐
待
防
止

講
演
会

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

で
す
。ま
た
、11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す
。暴
力
は
、性
別
や
加
害

者
、被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
児
童
虐
待
に
関
す
る
基

本
的
な
内
容
や
被
害
の
実
態
、Ｄ
Ｖ
と

児
童
虐
待
と
の
関
係
、ま
た
最
近
若
い

世
代
で
増
え
て
い
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、手
話
通
訳
も
あ
り

ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈬

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

内
容　

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
に
つ
い
て
考

え
る
〜
離
れ
る
家
族
、つ
な
が

る
家
族
〜

講
師　

高た
か
ぎ木
里さ

と
み美
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

福
岡
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所　

理

事
）

託
児　

生
後
５
カ
月
〜
未
就
学
児（
無

料
・
10
月
25
日
㈮
ま
で
に
要
申

し
込
み
）

申
込
方
法　

11
月
１
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

基
礎
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会

　

市
内
や
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住

す
る
区
分
所
有
者
や
管
理
組
合
役
員
を

対
象
に
、マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
基
礎
知

識
や
大
規
模
修
繕
の
進
め
方
と
ポ
イ
ン

ト
を
教
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈰

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
会
は
当
日
先
着
５
組
ま
で
で

す
。

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

福
岡
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

飯い
い
だ田

☎（
５
２
４
）９
２
８
８

F（
４
０
２
）３
３
４
８

fm
s-info.504@

fukuoka-m
an 

kai.com

地
域
福
祉
公
開
講
座

参
加
者
募
集

　

福
岡
県
地
域
福
祉
財
団
は
、福
祉
に

関
す
る
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め

全
４
回
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

▽
10
月
27
日
㈰　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
挑
戦
と
課
題
」「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
地
域
福
祉
」

▽
11
月
10
日
㈰　
「
地
域
医
療
と
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

▽
12
月
８
日
㈰　
「
高
齢
者
居
住
の
あ

り
方
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

▽
12
月
22
日
㈰　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
と
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
」

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時（
初
回
の
み

午
後
１
時
30
分
か
ら
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
８
研

修
室
Ａ
Ｂ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円（
４
回
分
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
21
日
㈪
ま
で
に
、郵

送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
財
団
振
興

課（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３ 

ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

１
階
）

☎（
５
８
２
）２
３
９
６

F（
５
８
２
）２
４
１
５

k2@
fp-kikin.or.jp

http://w
w
w
.fp-kikin.or.jp/

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
化
講
習
会

　

同
セ
ン
タ
ー
は
緑
化
講
習
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主

丸
町
益ま

す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

内
容　

庭
木
の
剪せ

ん
て
い定（
マ
ツ
の
古
葉
落

と
し
、実
技
あ
り
）

定
員　

各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

同
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
午

前
、午
後
の
希
望
を
伝
え
申
し

込
む（
月
曜
休
館
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８
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募　

集

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
、オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
運
動
に
賛
同
し
、市
内
で
一

緒
に
チ
ラ
シ
と
リ
ボ
ン
の
配
布
の
手
伝

い
を
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

配
布
日
時　

11
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

参
加
方
法　

11
月
２
日
㈯
午
後
６
時
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

吉よ
し
む
ら村（
さ
く
ら
ん
ぼ

保
育
園
内
）

☎（
５
９
６
）０
５
４
７（
F
兼
用
）

相　

談

開
催
し
ま
す

く
ら
し・行
政
な
ん
で
も
相
談

　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
は
、

秋
の
行
政
相
談
週
間（
10
月
21
日
㈪
〜

27
日
㈰
）に
ち
な
み
合
同
行
政
相
談
所

を
開
設
し
、行
政
の
担
当
者
や
弁
護
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
申
し
込
み
も
不
要
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
23
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

レ
ソ
ラ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
夢
天
神
ホ
ー

ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
２
ー

５
ー
55
レ
ソ
ラ
天
神
ビ
ル
５

階
）

相
談
内
容

▽
登
記
・
人
権

▽
税
金（
所
得
税
、相
続
税
な
ど
）

▽
年
金
・
保
険（
国
民
年
金
、厚
生
年
金
、

健
康
保
険
な
ど
）

▽
消
費
者
問
題（
訪
問
販
売
、通
信
販
売

な
ど
）

▽
法
律
相
談（
金
銭
貸
借
、相
続
、遺
言
、

土
地
境
界
な
ど
）

▽
そ
の
他（
運
輸
、生
活
安
全
、県
政
、市

政
な
ど
）

※
法
律
相
談
は
一
人
30
分
以
内
で
す
。

定
員　

20
人
程
度（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
局
行
政
相
談
課

☎（
４
３
１
）７
０
８
１

F（
４
３
１
）８
３
１
７

実
施
し
ま
す

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の

早
期
救
済
を
目
的
に
、警
察
、弁
護
士

会
、暴
追
セ
ン
タ
ー
、各
地
区
民
事
暴
力

相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、面

接
、電
話
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
８
ー
１
福
岡
市
役
所

内
）

相
談
電
話
番
号

☎（
７
１
１
）４
０
７
６

問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法
人
福
岡

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー

☎（
６
５
１
）８
９
３
８

F（
６
５
１
）８
９
８
８

　7月にふれあい文化センターで行った「第63回社会を明るくする運動」推進
大会の一環として、市内4つの小学校から募集した作文の最優秀作品です。　

※一部表現を変更しています。

　ぼくは、マンションに住んでいる。マンションに住んでいると月に一
度回らん板が届く。ぼくは、回らん板が来るとその中に書いてある情報
を見て、次の人にわたす。
　ぼくが初めて回らん板を持っていった時のことだ。○○号室のボ
タンを押した。すると、ピンポーンとなったその時、なんと言ったらい
いか分からず、急に心がどきどきした。○○号室の部屋の中から
「はーい。」
という声が聞こえた。ぼくは勇気を出して
「回らん板を持ってきました。」
と言った。
　ついにドアがひらき、ぼくが回らん板をさし出すと○○号室の人は
何も言わずに受けとってドアをしめた。その時○○号室の人は急いで
いたようだった。
　ぼくは、何かすっきりしなかった。それは、「ありがとう」と言っても
らえなかったからだ。
　そして、次の朝、学校に行こうとしてエレベーターでおりた。その時
だ。○○号室の人がエントランスで新聞をとっていた。ぼくはなんだか
気まずい思いがしてとまどっていると、○○号室の人がふりむいた。す
ると、その人はぼくの近くにきて
「きのうはいそがしくて、何も返事ができなくてごめんね。」
と言った。そして、
「回らん板を届けてくれて、ありがとう。」
とつけ加えた。ぼくはとてもうれしくなった。なぜかというと、ありが
とうと言ってもらえたからだ。ありがとうの一言で、人の気持ちがこん
なに変わる事に、ぼくはとてもおどろいた。
　このでき事のおかげで、二つの事を学んだ。一つ目は、人はありがと
うなどのうれしい返事がもらえなかった時は、あまり気持ちがよくな
いという事だ。
　二つ目は、ありがとうなどのうれしい返事をすると、言った方も言わ
れた方もいい気持ちになるという事だ。
　だから○○号室のようにその時に返事ができなかった時でも、次に
あった時に
「ありがとう。」
という気持ちを心から思い出し、その思ったことを相手に伝えること
が大切だと分かった。
　そして、人は、そのようなつながりの中で生きているんだなと思っ
た。たった一言のありがとうで、ぼくは、○○号室の人と、つながってた
気がした。
　今までのぼくは、遊びに夢中になっている時や、ふいに助けてもらっ
たときなどに、とっさにありがとうが言えなくて、とまどう事があっ
た。一度タイミングをはずしてしまったら気まずくて二度とありがと
うを言うことはなかった。けれど、これからは、タイミングをはずして
でも、自分がありがとうという気持ちを伝えたくなった時には、しっか
り伝えていこうと思う。そして、ぼくのまわりの人たちとしっかりつな
がっていきたい。

「ありがとうと伝える気持ち」
春日西小学校 六年　坂

さかもと

本裕
ゆ う き

紀
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そ
の
他

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

　

検
察
審
査
会
は
、犯
罪
の
被
害
者
な

ど
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服

と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
、

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら「
く

じ
」で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、そ
の
不
起
訴
処
分
を
審
査
し
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、検
察
審
査
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
検
察
審

査
員
」の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
第
一
・
第
二
検

察
審
査
会
事
務
局（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
福
岡
地
方
裁

判
所
内
）

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

F（
７
８
１
）３
１
８
５

里
親
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

児
童
福
祉
法
の
里
親
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
会
で
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。関
心
の
あ

る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
29
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
４
０
７
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
児
童
相
談
所
里

親
担
当

☎（
５
８
６
）０
０
２
３

F（
５
８
６
）０
０
４
４

労
働
力
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

総
務
省
と
県
は
、毎
月
、労
働
力
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
は
、国
の
失
業
率
や
雇

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪

問
し
た
際
に
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
地
区　

春
日
公
園
７
丁
目
、春
日

原
南
町
１
丁
目
、紅
葉
ヶ
丘
東

７
丁
目

調
査
対
象
地
区
・
期
間

▽
春
日
公
園
７
丁
目
、春
日
原
南
町
１

丁
目

11
月
〜
平
成
26
年
３
月

▽
紅
葉
ヶ
丘
東
７
丁
目

12
月
〜
平
成
26
年
４
月

問
い
合
わ
せ
先　

県
企
画
・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班　

労
働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

ね
こ
と
も
の
会

猫
の
譲
渡
会

　

保
護
さ
れ
た
飼
い
主
の
い
な
い
猫
で

す
。室
内
で
世
話
を
し
、ト
イ
レ
の
し
つ

け
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

完
全
室
内
飼
養
で
、家
族
の
一
員
と

し
て
生
涯
大
事
に
飼
う
こ
と
が
で
き
る

人
を
探
し
て
い
ま
す
。な
お
、猫
の
引
き

渡
し
は
後
日
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

春
日
市
役
所
正
面
玄
関

問
い
合
わ
せ
先　

同
会

☎
０
８
０（
８
５
５
４
）７
６
３
２

neko
to
m
o
no
kai@

yaho
o
.

co.jp

※
猫
の
引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま

せ
ん
。

記
事
の
訂
正

　

市
報
９
月
15
日
号
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た「
動
物
愛
護
週
間
」の
記
事
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　

動
物
の
遺
棄
・
虐
待
へ
の
罰
金

▽
誤　

50
万
円
以
下

▽
正　

１
０
０
万
円
以
下

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
生
活
環
境
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

　

市
報
10
月
1
日
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
バ
ン
ク
」の
記
事
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　

福
岡
県
教
育
委
員
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス

▽
誤　

http://eo4/koushitouroku.htm
l

▽
正　

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/e04/k 

　

oushitouroku.html

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
教
育
事
務
所
総
務

課
教
職
員
係

☎（
６
４
３
）０
１
１
３

F（
６
４
３
）０
１
２
１

腹筋強化体操
　お腹周りの引き締めや、正しい
姿勢を保つのに効果的です。毎
日少しずつ続けましょう。
①仰向けになり、両腕を組む
②両膝を立てる
③おへそをのぞき込むように少
し上体を起こす
※首に力が入りすぎないように、
息を止めないように注意しま
しょう。

いきいき体操
　

臓
器
移
植
と
は
、重
い
病
気
や
事

故
な
ど
に
よ
り
臓
器
の
機
能
が
低
下

し
、移
植
で
し
か
治
療
で
き
な
い
人

と
、死
後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い

と
い
う
人
を
結
ぶ
医
療
で
す
。移
植

に
用
い
ら
れ
る
臓
器
は
、心
臓
、肺
、

肝
臓
、腎
臓
、膵す

い

臓
、小
腸
お
よ
び
眼
球

（
角
膜
）で
す
。第
三
者
の
善
意
に
よ

る
臓
器
の
提
供
が
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
医
療
で
す
。

　

現
在
、日
本
で
臓
器
提
供
を
待
っ
て

い
る
人
は
、約
１
万
３
０
０
０
人
い
ま

す
。そ
れ
に
対
し
て
移
植
を
受
け
ら
れ

る
人
は
年
間
約
３
０
０
人
で
あ
り
、数

多
く
の
人
が
移
植
を
待
ち
な
が
ら
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
事
故
や
病
気
で
亡
く
な
る

人
は
毎
年
お
お
よ
そ
１
１
０
万
人
で

す
。そ
の
１
％
弱
の
人
が
心
停
止
の
前

段
階
で
脳
死
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。自
分
が
最
期
を

迎
え
た
時
に
、誰
か
の
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。自
分
の
意
思
を
尊
重
す

る
た
め
に
も
、臓
器
提
供
に
つ
い
て
考

え
、家
族
と
話
し
合
い
、臓
器
を
提
供

す
る
か
し
な
い
か
の
意
思
を
表
示
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
意
思
登
録
を
す
る
か
、意
思

表
示
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
の
裏
面
の「
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
」な
ど
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

臓
器
移
植
、意
思
表
示
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、社
団
法
人
日
本
臓

器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

０
１
２
０

（
７
８
）１
０
６
９
）で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

おへそを
のぞき込むように↓
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。学
校
で

は
初
夏
に
運
動
会
を
開
催
す
る
と

こ
ろ
が
増
え
ま
し
た
が
、多
く
の

自
治
会
で
は
、ま
だ
こ
の
時
期
に

運
動
会
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

▼
ち
ま
た
で
は
、先
日
２
０
２
０

年
の
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
が
決
定
し
、早
く
も
お
祭
り

ム
ー
ド
一
色
で
す
が
、我
が
家
で

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
娘
の
運
動

会
。昨
年
は
保
育
園
で
の
始
め
て

の
行
事
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、早

朝
か
ら
必
死
で
応
援
席
の
場
所
取

り
を
し
、か
け
っ
こ
で
１
等
賞
を

と
っ
た
と
き
は
感
極
ま
っ
て
、親

の
私
が
号
泣
！
応
援
に
来
て
い
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
呆
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

▼
今
年
は
昨
年
よ
り
少
し
完
成
度

が
増
し
た
娘
の
演
技
が
見
ら
れ
、

私
も
泣
か
ず
に
応
援
が
で
き
て
親

子
と
も
ど
も
成
長
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
一
日
で
し
た
▼
涼
風
が

吹
き
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
で

汗
を
流
し
て
は
い
か
が
で
す
か
Ｙ

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時～16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月～金曜日／10時
～16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月～金曜日／9時～16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月～金曜日／8時30分～17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日／8時30分～17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／9時30分～16時（祝日を除く金曜日は18
時～20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時～16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記以外にも、各種相談窓口を情報政策課【☎（584）1148】や市ウェブサイ
ト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で紹介しています。

トイレットトレーニングについて

　トイレットトレーニングの開始時期は、一人で歩くこと
ができ、大人が話す言葉を理解して、自分の意思を言葉や態
度で伝えられる頃が一つの目安です。
　おむつにおしっこをしている間隔が2時間以上空いてい
るか、お昼寝している間におしっこをしていないか、排泄の
状況を確認してみてください。　
　また、排泄をする感覚が何となく分かっているようであ
れば、そろそろトレーニングの開始時期です。まずは、「お
しっこ出たね」「うんち出たね」と排泄したことを子どもに
認識させながら、おむつを交換してあげてください。
　トイレ（おまる）に慣れ親しませ、子どもが嫌がらなけれ
ばタイミング良く声掛けして座らせてみる。うまく行かな
くても、「座ることだけでも十分」くらいの気持ちが大切で
す。

　排泄が成功したときには、よく褒めて、本人のやる気を引
き出してあげてください。嫌がる場合は、少し日にちを空け
て、挑戦してみてください。そして1日の半分くらい成功し
たら、そろそろおむつを外してパンツに挑戦してみてくだ
さい。
　子どもが自分から「おしっこ出る」と言うまでには、時間
が掛かります。また、今まで教えてくれていたのに教えてく
れなくなったり、遊びに夢中になったり、怒られたりすると
失敗してしまうこともあります。
　下の子が生まれたり、引っ越したりと子どもにストレス
がかかるようなときは、少し時期をずらした方がいいかも
しれません。なかなかマニュアルどおり
にいかないこともあるでしょうが、いつ
かできるくらいの大らかな気持ちで進
めてくださいね。
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か
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奴
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奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
石こ

く
じ
ゃ
く尺

遺
跡
は
春
日
西
小
学
校
か
ら
北
東
側
一
帯
に
広
が
る
遺

跡
で
す
。今
ま
で
に
行
っ
た
発
掘
調
査
で
、弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
て
の
竪た

て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

穴
住
居
跡
や
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と

立
柱
建
物
跡
、土ど

こ
う坑（

大
型

の
穴
）、溝
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
日
西
小
学
校
の
東
側
で
行
っ
た
調
査
で
は
、7
世
紀
後
半

か
ら
8
世
紀
初
め
頃
の
須す

え

き

恵
器
と
一
緒
に
、新し

ら
ぎ羅

土
器
の
破
片

が
出
土
し
ま
し
た
。新
羅
土
器
は
新
羅（
現
在
の
韓
国
）で
作
ら

れ
た
焼
き
物
で
、6
世
紀
後
半
か
ら
9
世
紀
前
半
頃
の
も
の
は

ス
タ
ン
プ（
木
版
）で
文
様
を
つ
け
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、出

土
し
た
新
羅
土
器
は
、つ
ぼ
の
破
片
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
で
出
土
す
る
新
羅
土
器
は
、7
世
紀
後
半
以
降
で
は
官

営
施
設
に
関
連
す
る
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
も
の
が
多
く
、石
尺

遺
跡
が
ど
の
よ
う
な
遺
跡
だ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
、貴
重
な

資
料
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

下
白
水
地
区
の
文
化
財

　
〜
石
尺
遺
跡
出
土
の
新
羅
土
器
〜△石尺遺跡から出土した新羅土器の破

片（写真上）と復元図（写真下）


